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職場に段差があって
車いすの車輪が脱輪して
こわかったなぁ

作業の仕方を言葉だけで
説明されてもわかりにくいし・・・

まわりに人がたくさんいると、
仕事に集中できないんや

お兄ちゃん、暗い顔をしているけど、
何か悩みごとがあるん？

自分らしく、
喜びを感じて働きたい

障がいや特性、体調に不安のある人などは、仕事探しはもちろんのこと、毎日の
業務に悩みを持っていることが少なくありません。しかし、「まわりに迷惑を
かけるのでは？」「自分さえ我慢すればいい」といった気持ちから悩みごとを
誰にも相談できず、無理を重ねてしまい心の病になってしまうこともあります。
大切なことは、まわりの人が「何か困っていることはありませんか？」と声を
かけ、困っている人がうちあけやすい環境をつくることです。自分のよさを
生かして、いきいきと働きたい。そういう思いを抱えている人はたくさんいます。

疲れやすくて、
みんなと同じように長く働けないんや

つらかったねぇ
思い切って会社の人に相談してみたら？
困っているのはお兄ちゃんだけじゃないんと違う？
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それはよかったなぁ

お兄ちゃん！勇気を出して
相談してよかったね！

上司も「困ったことない？」って
声かけてくれたんや

段差解消用のスロープをつけてもらったから、
車いすで安心していけるようになったわ

写真や動画を使って、作業の仕方を説明してもらえるように
なったから、すごく分かりやすくなったで

机に仕切りがついたから、
人の様子が目に入らんようになって、
仕事に集中できるようになったわ

大切なことは、一緒に働く仲間として、相手を気づかったり、「ありがとう」
「○○さんのおかげで助かったわ」と感謝の気持ちを伝えあったりすることです。
あたたかな職場の雰囲気の中でこそ、悩みを出しあうことができ、それを解決
するための方法を一緒に考えることができます。障がいのある人もない人も、
それぞれの特性やちがいを認めあい、自分らしく働くことのできるまちにしましょう。

その後

１時間ごとに１０分ずつ短い休憩を
取れるようになって、すごく楽になったんや
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障がいのある人が職場で
困ったときの相談窓口

困っていることを相談したら、
職場の人も一緒に考えてくれたんやで
悩みも聞いてもらえてうれしかったわ
相談してよかった!


